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まちの話題
二
は た ち

十歳のつどい15
8

　８月１５日「令和７年度二
は た ち

十歳のつどい」が九重文化センターにて開催されました。
　全６３名中５２名が参加されたほか、式典の様子は映像配信が行われ、会場では友人との再会を懐かしむ様子が見ら
れました。
　式典では、出席者を代表して岩

い わ お
尾丈

じょうたろう
太郎さんに二十歳の証書が授与され、池

い け べ
部瑠

る な
夏さんが「大人になった自覚を胸に、

これから社会の一員として、それぞれの場所で力強く生きていくことを誓います」と謝辞を述べました。

二十歳の証書を授与される岩
い わ お

尾丈
じょうたろう

太郎さん（右）出席者を代表して謝辞を述べた池
い け べ

部瑠
る な

夏さん

二十歳の皆さんおめでとうございます！

広報ここのえ　2025.9月号広報ここのえ　2025.9月号 22
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　玖珠美山高校は、昨年度１０年目を迎え、１１年目の新たな歩みを進めています。各学年普通科３クラス、
地域産業科１クラスの計１２クラスで、「自立・創造・協同」の校訓のもと、生徒は各自の進路達成を目指し、
日々勉強や部活動に主体的に取り組んでいます。

・男・女ホッケー部　      優　勝（九州大会出場）
・なぎなた部　演技競技　第２位（全国大会・九州大会出場）

・男子ホッケー部　　　　第３位（全国大会出場）
・女子ホッケー部　　　　優　勝（全国大会出場）
・なぎなた部　演技競技　優　勝

・男子ホッケー部　　　　ベスト ８
・女子ホッケー部　　　　ベスト16
・なぎなた部　演技競技　予選リーグ通過

・吹奏楽部　小編成部門　　金賞
  （南九州小編成吹奏楽コンテスト出場）　

・推奨２名　　 ・レシテーション（暗唱）の部　最優秀賞（全国大会出場）
・スピーチの部　　　　       優秀賞

・書道部　臨書　推奨４名
               創作　推奨６名

玖珠美山高等学校
がんばってます！

進 路実 績

部活 動等実 績
第73 回大分県高等学校総合体育大会

全九州高等学校体育大会

全国高等学校総合体育大会（中国総体２０２５）

第62回大分県吹奏楽コンクール

第43 回高山辰雄賞ジュニア美術展 全国商業高等学校英語スピーチコンテスト大分県大会

第61回席上揮毫大会

直近３年間の主な進路実績

国公立大学　39 名 私立大学　119 名 就職　61 名

北見工業大学� 2
山口大学� 1
愛媛大学� 4
九州大学� 1
九州工業大学� 1
熊本大学� 6
長崎大学� 1
佐賀大学� 3
大分大学� 2
兵庫県立大学� 1
山口県立大学� 2
周南公立大学� 2
北九州市立大学� 1
熊本県立大学� 1

長崎県立大学� 2
宮崎公立大学� 1
名桜大学� 2
他� 6

山梨学院大学� 4
慶応義塾大学� 1
青山学院大学� 1
神奈川大学� 2
駒澤大学� 2
早稲田大学� 1
明治大学� 1
立命館大学� 1
上智大学� 1
福岡大学� 10
久留米大学� 8
立命館アジア太平洋大学� 1
他� 86

九重町役場� 2
玖珠町役場� 1
小国町役場� 1
自衛官（一般曹候補生）� 8
大分県職員� 1
大分県警察� 1
日本郵便（株）九州支社� 2
九州旅客鉄道� 1
おおやま夢工房� 2
クス精密� 2
他� 40

大学校・短期大学・
専門学校　73 名

大分県立農業大学校� 7
大分県立工科短期大学校� 5
大分県立芸術文化短期大学�12
別府大学短期大学部� 9
別府青山看護学校� 1
他� 39

広報ここのえ　2025.9月号広報ここのえ　2025.9月号 44



　進路に応じて、分かりや
すく、力のつく授業を受ける
ことができます。 少人数や
個別の指導で丁寧に対応し
てくれるので、安心して勉
強に取り組めます。

　学校行事や地域との連携
にも力を入れています。定期
的に開催する「美山マルシェ」
では、地域産業科の手作り
の野菜、草花、ジャムなどの
加工品も販売しています。

　昨年（2024年）度、
美山高校は創立10 周年を迎えました。

記念式典の様子 招待試合　男女ホッケー部・ラグビー部

美山高校躍進の秘密

＜一人一人の生徒の夢をかなえるシステムや組 織 的な取 組＞

○学力向上に関する取組

○就職や資格試験に関する取組

○進路意識を形成するための取組

○他校の生徒等と切磋琢磨する取組

・習熟度別や少人数による授業、難関大学希望者の講座、個別指導
・放課後指導、添削指導

・公務員、就職講座、資格試験に向けた指導

・東京・つくば 研修の実施・海外派遣事業による米国短期留学

・STEA M フェスタ、グローバルリーダー育成塾、留学フェアへの参加（県教委主催）
・くじゅうアグリ創生塾による先進技術研修、農業クラブ発表大会
・トマトのブランド化研究、玖珠町産農産物を使用した新商品開発・高大連携等

+αの取 組

創立10 周年祝
シンボルマーク

設置学科 普通科（3 クラス） 地域産業科（１クラス）

１年次
アドバンストクラス

国公立大をはじめとする４年制大学志望者
標準クラス

私大・短大・専門学校志望者
3 年間同じクラス

2 年次は自分の進路希望、学力に合わせてコースを選択 ①普通科目の増加（進学に対応!)
②専門科目の充実（専門性を深める!)
③�総合選択による農業以外の商業・情
報科目の設置（幅広い学習内容！）

4 つのチームに分かれて課題研究
・チーム野菜　・チームflower 's
・チーム畜産　・チーム食品製造

2 年次
文I

国公立大学文系学部志望者
理I

国公立大学理系学部志望者
文I I

私大・専門学校文系志望者
理I I

私大・専門学校理系志望者

3 年次は原則同じコースを選択

3 年次 文I
国公立大学文系学部志望者

理I
国公立大学理系学部志望者

文I I
私大・専門学校文系志望者

理I I
私大・専門学校理系志望者

広報ここのえ　2025.9月号広報ここのえ　2025.9月号55



笑顔と挑戦で、世　界をもっと近くに。

モンゴル訪問

～国際交流事業（まちの担　 い手応援事業）実績報告～

●
参
加
し
た
生
徒
の
感
想

　

研
修
を
通
じ
て
、英
語
で
積
極

的
に
話
す
姿
勢
を
身
に
つ
け
、異

文
化
理
解
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
学
び
は
、今
後
の
進
路
や
人

生
観
に
大
き
い
な
影
響
を
与
え

る
と
感
じ
ま
し
た
。（

穴
井
俊
也
）

　

今
回
の
研
修
で
文
化
の
違
い

を
学
び
地
理
や
歴
史
を
踏
ま
え

て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。歴
史
の
中
で
培
わ

れ
た
文
化
を
未
来
に
残
す
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

（
藤
原
陽
人
）

　

私
の
夢
は
和
食
の
料
理
人
に

な
る
事
で
す
。研
修
を
通
じ
て
他

国
の
料
理
と
融
合
し
た
新
し
い

日
本
食
を
創
り
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
藤
原
鷲
馬
）

　

さ
ら
に
、国
立
博
物
館
を
見
学
。

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
モ

ン
ゴ
ル
の
歴
史
、文
化
、生
活
様

式
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
展

示
を
通
じ
て
、チ
ン
ギ
ス
・ハ
ン
が

国
民
的
英
雄
と
し
て
絶
対
的
な

存
在
で
あ
り
、そ
の
功
績
や
精
神

が
崇
め
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
ま
し
た
。

●
異
文
化
理
解
の
深
化

　

都
市
部
と
地
方
部
の
生
活
環

境
・
文
化
の
違
い
を
直
接
比
較
す

る
こ
と
で
、モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
多

様
性
と
課
題
を
よ
り
具
体
的
に

理
解
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
立
博
物
館
の
見
学
で

は
、モ
ン
ゴ
ル
人
の
誇
り
や
歴
史

観
に
触
れ
、歴
史
的
背
景
が
現
代

の
国
民
意
識
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
加

え
て
、日
本
と
の
歴
史
的
な
関
わ

り
（
元
寇
）に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

●
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
で
の
活
動

　

遊
牧
民
家
庭
に
滞
在
し
、
乗

馬
、
伝
統
料
理
を
い
た
だ
く
な

ど
、牧
畜
文
化
に
根
差
し
た
生
活

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
の
高
校

を
訪
問
し
、授
業
見
学
や
生
徒
と

の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。授
業
で

は
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的

に
発
言
し
、知
識
を
吸
収
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
非
常
に
印
象
的

で
し
た
。

●
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
の
活
動

　

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
は
、新
モ

ン
ゴ
ル
高
校
を
訪
問
。近
代
的
な

校
舎
や
学
習
環
境
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、教
育
に
か
け
る
情
熱
と

先
進
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
訪
問
時
は
、サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、そ
の
貪
欲
な
学
び
の
姿
勢
は

強
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で

の
６
日
間
、大
分
県
立
玖
珠
美
山

高
校
３
年
生
の
３
名（
穴あ
な
い井
俊と
し

也や

、藤ふ
じ
わ
ら原
陽あ
き
ひ
と人
、藤ふ
じ
わ
ら原
鷲し
ゅ
う
ま馬
）が

モ
ン
ゴ
ル
国（
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
及

び
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
）を
訪
問
。モ
ン

ゴ
ル
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
と
と

も
に
、現
地
の
同
年
代
の
高
校
生

と
交
流
を
行
い
、国
際
理
解
と
友

好
親
善
を
図
り
ま
し
た
。

●
モ
ン
ゴ
ル
国
の
概
況

　

モ
ン
ゴ
ル
は
、東
ア
ジ
ア
の
内

陸
国
で
、国
土
面
積
は
日
本
の
約

4
倍
、人
口
は
約
３
５
０
万
人
と

少
な
く
、そ
の
多
く
が
首
都
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
に
一
極
集
中
し
て
い

ま
す
。

　

広
大
な
草
原
や
砂
漠
、
山
岳

地
帯
な
ど
多
様
な
自
然
環
境
を

有
し
、遊
牧
を
基
盤
と
す
る
伝
統

的
な
生
活
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。

馬と触れあい乗馬体験

砂漠でのラクダ乗り体験

博物館で歴史や文化を学習

ウランバートル空港での帰国前の様子

広報ここのえ　2025.9月号広報ここのえ　2025.9月号 66



笑顔と挑戦で、世　界をもっと近くに。

アメリカホームステイ

～国際交流事業（まちの担　 い手応援事業）実績報告～

●
参
加
し
た
生
徒
の
感
想

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、英

語
学
習
だ
け
で
な
く
異
文
化
を

理
解
し
、国
際
的
な
視
野
を
広
げ

る
大
き
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
で
の
課
題
や
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
会
話
を
通
じ
て
実

践
的
な
英
語
力
を
培
い
、相
手
の

考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
自
分
の

意
見
を
伝
え
る
姿
勢
が
身
に
つ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、観
光
や
地
域
活
動
を
通

し
て
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
・
文
化
・
宗

教
に
触
れ
、教
科
書
に
は
な
い
生

き
た
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、現
地
の
若
者
と
の
交

流
に
よ
っ
て
異
な
る
価
値
観
や
生

活
習
慣
を
理
解
し
、国
際
社
会
で

求
め
ら
れ
る
柔
軟
な
対
応
力
を

養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
現
地
で
の
活
動
報
告
②

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流

で
は
、日
常
生
活
を
と
も
に
す
る

中
で
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
文
化
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

食
事
は
朝
に
ド
ー
ナ
ツ
や
シ
リ

ア
ル
、
夕
食
に
は
肉
料
理
が
多

く
、日
本
と
の
違
い
を
感
じ
つ
つ

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、タ
コ
ス
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
づ
く

り
を
体
験
し
、現
地
な
ら
で
は
の

家
庭
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

シ
ア
ト
ル
観
光
で
は
フ
ェ
リ
ー

に
乗
り
、街
並
み
を
体
感
し
な
が

ら
食
事
や
買
い
物
を
満
喫
し
ま

し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
紹

介
で
現
地
の
同
年
代
と
交
流
し
、

毎
週
日
曜
日
に
は
教
会
で
祈
り

や
歌
、説
話
に
触
れ
、地
域
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て
生
活
文

化
を
幅
広
く
学
び
ま
し
た
。

●
現
地
で
の
活
動
報
告
①

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
が
集
ま

り
学
習
を
行
い
、ア
メ
リ
カ
文
化

を
理
解
す
る
た
め
の
課
題
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

課
題
は
毎
回
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
協
力
を
前
提
と
し
て
お

り
、家
庭
内
で
の
会
話
や
意
見
交

換
を
通
し
て
英
語
力
を
高
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、課
外
活
動
と
し
て
歴
史

博
物
館
の
見
学
や
シ
ア
ト
ル
観

光
を
行
い
、ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や

都
市
文
化
を
直
接
体
験
し
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
学
習
や
体
験
は
、教

室
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
生
き
た

知
識
と
国
際
理
解
を
深
め
る
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
か
ら
８
月
１５
日
ま

で
の
３
週
間
、大
分
県
立
玖
珠
美

山
高
校
１
年
の
２
名
（
佐さ
と
う藤
守し
ゅ

生う

、佐さ
と
う藤
聖し
ょ
う
た泰
）が
、ア
メ
リ
カ
ワ

シ
ン
ト
ン
州
ポ
ー
ト
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現
地
の

同
世
代
の
若
者
と
の
交
流
を
通

じ
、ア
メ
リ
カ
文
化
に
触
れ
な
が

ら
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、貴
重

な
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ホストファミリーとの集合写真

スタディーセンターでの学習

現地の同世代との食事風景

休日の活動の様子
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まちの話題
8

1 全国の舞台へ！草刈り機等使い方講習会29
7

88
283 海外訪問と異文化交流くじゅうフェス開催

日野町長へ出場報告を行いました法面草刈機の説明を受ける参加者

それぞれ訪問先での体験を基に報告を行いました野焼きの際に使用するジェットシューター体験

　JOC ジュニアオリンピック第 55 回全日本中学生ホッ
ケー選手権大会に九重町・玖珠町の中学生で編成される
「大分アスリートホッケークラブ」が出場します。九重町か
らは男子 11名、女子 2 名が所属し、クラブの中心選手
として活躍しています。
　また、第 25 回鶴

つるおか
岡一

か ず と
人記念大会にここのえ緑陽中学

校 3 年生で「玖珠ボーイズ」に所属する竹
た け お

尾和
や ま と

崚さんが、
南九州選抜チームの一員として出場します。
　なお、ホッケー選手権大会は 8 月 16 日から、鶴岡一
人記念大会は 8 月 22 日から開催されています。

　九重町が貸し出しを行う草刈機等の機械の使い方講習
会が粟野河川敷で行われ、出席した 99名の参加者へ説
明が行われました。
　九重町では農地及び林地の維持管理を行う際に使用す
る草刈り機等の無料貸し出しを令和 7 年 8 月から実施し
ています。機械を借りるためには、事前予約が必要であり、
使い方講習会に参加した方が対象となります。

　玖珠美山高校の学生５名が、８月に実施した国際交流事
業について、日野町長と時松教育長に報告に訪れました。
　モンゴルの訪問では、遊牧民家庭の生活や文化を体験
し、現地の高校生との交流を行いました。
　また、アメリカのホームステイでは、アメリカの歴史や
文化を学習し、ホストファミリーとの交流を通じて実践的な
英語力を培いました。
　国際交流事業の実績報告については 6～7 ページに
掲載しております。

　夏のくじゅうの自然を満喫するイベント「くじゅうフェス
2025」が長者原園地にて開催されました。
　会場では、ボルダリングや鳥の巣箱づくりなどを楽しむ
子どもたちの様子が見られ、飲食物や雑貨を販売するマー
ケットブースも多くの方で賑わっていました。
　また早朝には「高原ヨガ」や「タデ原湿原の朝霧散歩」
など参加型のプログラムが行われたほか、黒岩山や三俣
山などくじゅう山歩きプログラムなども行われました。

貸し出し機械
ラジコン草刈機、乗用草刈機、法面草刈機、木材粉砕機、
背負式ブロアー
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★開設予定日

平
　
日

１０月  ７日（火）
１０月２３日（木）
１１月  ４日（火）
１１月２０日（木）
１２月  ９日（火）
１２月25日（木）

午後５時～
    午後７時

休
　
日

１０月１１日（土）
１０月２６日（日）
１１月１５日（土）
１１月２３日（日）
１２月２０日（土）

午前9時～
　　　正午

　マイナンバーカードの申請及び交付についての時間外窓口を右記の日
程で開設します。事前にご予約のうえ、ぜひご利用ください。

★予約方法
開設日の前開庁日（土日祝日除く）の午前 8 時 30 分～午後 5 時までに、
住民環境課（☎ 76‐3802）まで電話でご予約ください。

　財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源としたコミュニティ
助成事業を行っています。住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り
上げることを目指して、コミュニティ活動に直接必要な備品の整備に対して宝くじの助成金を使って補助をする事業です。
　皆さんの地域でもコミュニティ活動を充実させるために活用されてみてはいかがでしょうか。

　日田・玖珠地域の高校に通う生徒及びその保護者を対象として開催する企業説明会の参加企業を募集します。「地
元にこんな企業があったんだ！」と地元の魅力を再発見する機会になるはずです。
　意外と知らない地元企業の魅力を高校生に知ってもらいませんか？

 　 
◎開催日時
令和８年1月29日（木）
午後２時～午後４時
◎開催場所
ＳＷＳ西日本アリーナ日田
（日田市総合体育館）

●対象企業　　�日田玖珠地域管内に事業所があり、就労場
所も主に日田玖珠地域管内にある企業

●定　　員　　４５社程度
●募集期間　　１０月１日（水）～１０月３１日（金）
●申込方法　　日田市ホームページよりお申込みください。
●主　　催　　ひた・くす合同企業説明会実行委員会
　　　　　　 　（日田市・玖珠町・九重町）
　　　　　　 【事務局】日田市商工労政課内

マイナンバーカード時間外窓口のお知らせ（要予約）

コミュニティ活動を整備・充実させてみませんか？

高校生に地元で働く魅力を「企業説明会」で伝えませんか？

●お問い合わせ　住民環境課　☎０９７３－７６－３８０２

●お問い合わせ　観光・地域振興課　☎０９７３－７６－３１５０

●お問い合わせ　観光・地域振興課　☎０９７３－７６－３１５０

【助成金額】　１００万円～２５０万円
                  （助成率１０／１０）（１０万円単位）

【募集期間】　１０月１日（水）まで
書類作成等、時間を要するため、
お早めに観光・地域振興課までご相談ください。

▲詳細（日田市ＨＰ）

ひた・くす合同企業説明会
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老後を支える終身 保 証

保 険 料が 控 除

万が一 の障害や遺 族も保 証

基 礎 年金の半分は国（税 金）が 負担

「老齢基礎年金」が受け取れる一生涯の保証です

納めた保険料の全額が所得から控除されます

老後だけでなく現役世代の保証も充実しています

基礎年金の半分は国（税金）から支払われています

国
民
年
金
は
…

　国民年金は基礎年金ともいわれ、国民皆年金制度により、20 歳以上 60 歳未満の人はすべて加入しなければなら
ない公的年金のことです。一定額の保険料を納めることにより、老齢、障害、死亡によって、その人や家族の生活
が脅かされないように保障する社会保障制度です。自分が支払った保険料を将来受給する積立方式ではなく、集めた
保険料をその時の年金支給にあてる賦課方式を採用しています。

　各種手続きは役場の地域共生支援課窓口やお近くの年金事務所で申請できるほか、マイナンバーカードを
利用してマイナポータルから電子申請することもできます。

↓↓制度の詳細・手続きの方法など詳しく確認したい方はこちら↓↓
日本年金機構 HP　https://www.nenkin.go.jp/index.html

１．「国民年金加入のお知らせ」を確認してください
　20歳になった方には、誕生日から概ね 2 週間以内に日本年金機構から「国民年金加入のお知らせ」が届きます。
お知らせの中にある基礎年金番号通知書は、保険料納付の確認や将来年金を受け取る際等に必要になりますので大
切に保管しましょう。

２．保険料の納付方法を選んでください
　令和 7 年度の1ヶ月あたりの保険料は 17,510円です。保険料は20歳の誕生月から納付が必要です。ただし、誕
生日が 1 日の場合は誕生月の前月分からの納付となります。
納付方法は次のいずれかを選べます。
①金融機関・郵便局・コンビニ・ATM で納付書による納付　②口座振替
③クレジットカード納付　④電子（キャッシュレス）決済　⑤電子納付（ペイジー）
　保険料は前納（前払い）することで割引される制度もあります。

３．保険料納付の免除・猶予について
　保険料の納付が経済的に困難な場合、申請により納付を猶予または免除できる制度があります。
　　【学生納付特例制度】
　　　在学中で所得がない（または一定以下の）方は申請により保険料の納付が猶予されます。（※ 1）
　　【納付猶予制度】
　　　50 歳未満で学生以外の方の保険料納付が猶予されます。（※ 1）
　　【全額免除制度】
　　　保険料の全額が免除されます。（※ 2）
　　【一部免除制度】
　　　�保険料の一部が免除されます。免除された残りの保険料を納付しないと、その期間の一部免除は無効（未納と

同じ）となります。（※ 2）

( ※ 1)　�猶予の期間は年金を受け取るために必要な期間として計算されますが、受け取る老齢基礎年金額には反映されません。年金額を増
やしたい場合は、猶予後 10 年以内に追納する必要があります。

( ※ 2)　免除を受けた期間は、追納をしなければ将来受け取る年金額が少なくなります。

20歳になったら国民年金

日田年金事務所　国民年金課　☎０９７３－２２－６１７４
●お問い合わせ　　　　　　　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１国民年金広場
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　新たに家屋を新築・増築された場合、翌年から固定資産税が課税されます。
　この税額を算出するために、税務課職員が現場にお伺いして家屋評価（建物の現地調査）を行う必要がありますので、
家屋の完成後はお早めにご連絡ください。調査の際は、家屋の平面図・立面図・仕様書等をご提供いただきますので、
ご協力をお願いいたします。評価の時間については、一般的な住宅で平均 1 ～ 2 時間程度です。（建物の規模や構
造によって異なります。）

●固定資産税の対象となる家屋とは？
　�固定資産税が課税される家屋は、不動産登記法における「建物」と同意義のものであり、「①外気分断性」「②土

地への定着性」「③用途性」の 3 つの要件を満たすものです。

　

●家屋評価の希望日時はいつでもいいの？
　家屋評価に対応できる日時は、平日の午前 9 時から午後 4 時までとなっています。
　上記時間帯の中でご都合のよい時間をご連絡いただければ、日程調整させていただきます。

●市販の物置も家屋評価の対象となるの？
　市販されている物置は設置方法によって異なります。
　�上記「②土地への定着性」があるかどうかで固定資産税の課税対象か否か判断しますので、一度設置状況を確認

させていただきます。

●少し増築しただけでも家屋評価の対象となるの？
　面積に関わらず床面積を増やした場合は家屋評価の対象となります。
　ただし、家屋の要件を満たしていない場合は対象外です。

●リフォームをした場合は家屋評価の対象となるの？
　リフォームの場合、床面積に変更がなければ原則家屋評価の対象ではありません。

　

●家屋評価をしなかったらどうなるの？
　原則、家屋が完成した年の年末までに家屋評価ができるようお願いしています。
　�ただし、入院等の事情により固定資産税の課税対象の家屋が評価できなかった場合、評価でき次第、完成日の翌

年に遡って課税を行います。

   家屋評価の日程調整や、その他ご不明な点等ありましたら、税務課までお問合せください。

家屋を新築・増築された方へ
●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３
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家屋に関する届け出について

木造住宅の無料簡易耐震診断をしませんか？

●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

●お問い合わせ　建設課　☎０９７３－７６－３８１１

　固定資産税は、毎年1 月1日現在の状況で課税されます。
　令和 8 年度の固定資産税は令和 8 年 1 月 1 日が基準となりますので次の内容に該当する方は必ず税務課へ連絡・
届け出を行ってください。

　九重町では、大分県、建築士会と協力して、ご自宅の無料簡易耐震診断を行います。
　簡易耐震診断は正式な耐震診断ではありませんが、住宅のどのようなところに地震に対する強さや弱さがあるのか
を調べることができます。

●対　　象：�平成１２年５月３１日以前に建築された木造一戸建て住宅（併用住宅で、住宅部分の面積が１／２以上の
ものを含む）

●実施方法：�九重町職員と建築士会の会員がご自宅に伺い、１時間程度で診断を行います。ご自宅の図面がある場
合は、当日ご用意頂けると短時間で実施できます。

●日　　時：１０月６日（月）～１０月１０日（金）※詳細な日時については、ご希望をお伺いした上で確定します。

●申込期限：９月３０日（火）までに建設課までお申込みください。

●そ の 他：�詳しい耐震診断を受けたい方、または簡易耐震診断を受けた結果により、詳しい耐震診断を希望される
方は、木造住宅耐震化促進事業の耐震診断費補助をご利用ください。

ご自宅が地震に対して、どの程度の耐震性能があるかを図面や現地調査をもとに診断します。
建物の規模、形状により診断費用を 9.6 万円～ 14 万円補助します。
詳しくは、広報ここのえ別冊号まちの事業紹介をご覧いただくか、建設課までご連絡ください。

※①に該当する方で、すでに税務課の家屋評価を実施している場合は、連絡・届け出の必要はありません。
※②�に該当する方で、令和 7 年 12 月 31 日までに法務局で滅失登記が完了している場合は、税務課への届け出は

必要ありません。
※②に該当する方で税務課への届け出を行った場合でも、滅失登記は別途法務局で手続きが必要です。

① 建 物を新築・増 築したとき
② 建 物を取り壊したとき
③未登記 家屋を譲 渡（売買・相 続・贈与など）したとき

令 和7 年12 月31 日までに

木造住宅耐震化促進事業による耐震診断費補助
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スマホの無料講座の参加者募集中

特用林産事業要望受付について

●お問い合わせ　社会教育課　☎０９７３－７６－３８８８

●お問い合わせ　農林課　☎０９７３－７６－３８０４

　九重町は総務省のデジタル活用支援事業の無料のスマホ講座をドコモショップと実施します。
　スマートフォンをより便利に安全に使っていただくために、ぜひ学んでみませんか？
　講座内容は「マイナポータル活用」「浸水ナビを使った水害シミュレーション」です。スマートフォンに関する各種相
談も受け付けます。

１.しいたけ栽培の増産・始める際に必要な資機材購入への助成制度があります。
　各種しいたけ栽培に関する支援制度等の情報は大分県のホームページをご確認ください。
　生産量・駒数などの要件を満たしていること等の審査を経て令和８年度事業の要望を行います。
　そのため、事前に費用面が分かる書類（見積書・図面など）を準備いただくようお願いいたします。

2. 低コスト簡易作業路整備事業について
　しいたけ原木搬出用の作業路（低コスト簡易作業路）について
　１ｍあたり５００円の補助を実施（大分県４００円、町１００円）
　採択要件として、幅員は 2.0 ｍ以上、１路線の延長は１００ｍ以上です。
　※作業路開設の事業着手については、補助決定通知受領後の実施となります。
　※予定箇所が保安林である場合には事前に大分県西部振興局（日田市）への手続きを行う必要があります。
　※作業路開設後、当該年度にクヌギの伐採を行う必要があります。

　今回は要望調査であり、事業の実施を確約するものではありません。

【申込方法】
定　　員：各講座とも定員 10 名（先着順）
申込方法：開催公民館に電話または右記二次元コードから申込
申込時間：電話の場合は平日 8:30 ～ 17：00 まで
申込締切：開催日の 3 日前まで
講座時の持参物：スマートフォン、マイナンバーカード・4 ケタ暗証番号 ▲申込二次元コード

開催場所 日時 電話番号

東飯田公民館 10 月20 日（月）　10：00 ～12：00 0973-76 -3116

野上公民館 10 月20 日（月）　14：00 ～16：00 0973-77 -6810

南山田公民館 10 月23 日（木）　10：00 ～12：00 0973-78 -8801

飯田公民館 10 月23 日（木）　14：00 ～16：00 0973-79 -2251

受付期限 : 令和７年１０月２０日（月）まで
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交付について
○要望量を把握するためのものであり、事業の実施を確約するものではありません。
○設置箇所の地番及び外周の長さ等を確認させていただきます。
○仕様は変更になる場合があります。
○要望が多数の場合は、補助を受けたことが無い方を優先させていただきます。

その他、ご不明な点は役場農林課（☎ 0973-76-3804）までご連絡ください。

※要件として、３戸以上かつ金網柵を張った時の費用対効果が必要です。
※�金網柵は、九重町鳥獣害対策協議会からの貸与物なので、管理委託契約を結んで１４年間（金網柵の耐用年数）
管理をしていただきます。

※�作業日誌を書く、施工前・施工中・施工後の写真を撮影するなどの事務作業を申請者の方に行っていただき
ます。
※�受付期限までに地区内での協議（張る場所・張る場所の関係者への設置許可・代表者など）を終わらせておい
てください。

〈電気柵〉（参考：電気柵の配布時期は、令和 7 年度については、６月に配布）
　電気柵　本体１基、２段張り、電池タイプ、支柱長さ約９０ｃｍ（地上高：およそ６０ｃｍ）
　設置の延長は、最低２００ｍ（線については４００ｍ）からとなります。

〈シカネット〉（参考：ネットの配布時期は、令和 7 年度については、7月に配布）
　施工高　地上 1.8 ｍ、もぐり防止のスカートネット付き　設置の延長は　１００ｍから。
　※支柱は杭を打ち込み、その上から支柱パイプ（1.8 ｍ）をかぶせる仕様です。

導入の流れをご確認いただき、受付期限までに農林課へお知らせください。

来年度( 令和８年度) の電気柵・シカネット・金網柵の要望を受け付けます。

事業決定⇒　申請⇒　町が調達⇒　配布会〈本人支払〉⇒　自力施工⇒　完了検査⇒ 　町補助

募集⇒　県とのヒアリング（令和 8 年１月中）⇒　県へ実施計画書を提出⇒　事業決定⇒
業者選定⇒　地区説明会⇒　管理委託契約⇒　実施地区へ配布⇒　自力施工⇒　完了検査

〈金網柵〉（参考：令和 7 年度は、入札を７月に行い、地区への搬入予定は１０月末。）
　１枚あたり：2.0 ｍ×1.8 ｍ
　支柱、下部補強パイプ、羽根つきアンカー、支柱キャップ、結束線を使用する。
　※支柱は、打込支柱（およそ 1.3 ｍ）を打ち込み、その上から支柱（1.8 ｍ）をかぶせる仕様です。

☆電気柵・シカネット導入の流れ

☆金網柵導入の流れ

※商店等で事前に購入したものは、補助対象にはなりません。町の調達分のみ対象です。

受付期 限　令 和7 年１０月20 日（月）まで

令和８年度に電気柵・シカネット・金網柵を要望される方へ
●お問い合わせ　農林課　☎０９７３－７６－３８０４
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里親について学んでみませんか？
●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８７６

　大分県の委託を受けて NPO 法人 c
チ ー ズ
hieds が里親説明会を実施しています。長期間の里親だけでなく、保護者が

体調をくずした時、急用の時等、数日だけ預かってほしいなど、いろいろな形の里親が必要とされています。この機会
にぜひお話を聞いてみませんか？

　こども家庭センターでは、こどもたちが心身ともに健やかに育つよう、すべてのこどもとその家庭及び妊産婦の方を
対象に、さまざまな相談を受け付け支援します。その他、虐待や貧困、ヤングケアラーなどに関する相談や情報提供
も受け付けています。
　どんな些細な悩みでもよいので、話してみませんか？ご相談をお待ちしています。

　健康・子育て支援課　こども家庭センターグループ　TEL７６－３８７６
・DV に関する相談　　 配偶者暴力相談支援センター　　 　☎️＃８００８
　　　　　　　　　 　 警察相談専用電話　　　　　　　　☎ #９１１０
　　　　                　 大分県消費生活・男女共同参画プラザアイネス　☎０９７－５３４－8874
・子育てに関する相談　 大分県いつでも子育てホットライン（24 時間対応）   フリーダイヤル　０１２０－４６２－１１０
　　　　　　　　　　　虐待に関する相談・通報　　 　　　☎１８９

　近年、全国的にも、こどもへの面前ＤＶ（こどもがいる前での配偶者又はパートナーへの暴力・暴言等）が増加し
ています。これは「こどもへの心理的虐待」であり、こどものこころやからだに様々な影響を与えるといわれています。
家族だけで抱え込まずに、早期に関係機関へ相談し、支援を受けましょう。また、相談された、被害に気づいたあな
たは被害を受けている人が、専門機関への相談につながるよう支援をお願いします。 詳しくは内閣府男女共同参画
局の情報（https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/dv-child_abuse/index.html）をご覧ください。

○要事前申し込み　前日（土・日開催の場合金曜日）の 12:00 まで
　お問合せ先 NPO 法人 c

チ ー ズ
hieds  電話またはメールでの申し込み　

　TEL：097-585-5400　E メール：info@chieds.or.jp

・空想の世界への逃避・激しい怒り　・常に緊張を強いられ、安全感や安心感が育たない　・他者を信頼でき
ない　・楽しいときがいつ崩れるか分からない不安で楽しめない　・自分がＤＶの原因だと思う罪悪感やＤＶを
止められない無力感を感じる　・自己評価が低くなる　・強者が弱者を支配するのが自然、「弱いこと」が悪い、
と考えるようになる　・暴力で問題解決しようとする 

面前ＤＶによるこどもへの影響

面前DVは虐待です

市町村名 月　　日 時　　　間 場　　　所

九重町・玖珠町 １１月２０日（木） 10:30 ～12:00 九重町役場　１０１会議室

日田市 １２月  ６日（土） 10:00 ～12:00 日田市複合文化施設AOSE　1 階音楽室

Zoom
１０月２９日（水）
１１月２９日（土）
１２月２２日（月）
  １月２８日（水）

11:00 ～12:00
Zoom 配信　
ニックネーム可、カメラOFF 可

その他の日程も
ホームページからご覧ください LINE での申し込みはこちら
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新型コロナウイルス感染症・インフルエンザの予防接種のお知らせ
●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

◆�玖珠町の医療機関で接種希望の方は、接種時間等はホームページでご確認ください。

■対象者　　生後６カ月～中学３年生終了前までの方
■接種期間　令和 8 年３月３１日まで　※接種期間は、医療機関によって異なります。
■助成内容　【助成額】　年度内において、１人１回あたり１，０００円
　　　　　　【助成回数】生後６カ月以上１３歳未満（２回まで）、１３歳以上の方（１回まで）
■手続き　　【玖珠郡内の医療機関】助成額１,０００円を差し引いた金額を医療機関にお支払いください。
　　　　　　【玖珠郡外の医療機関】�全額医療機関に支払った後、①領収書　②予防接種済証 ③振込先の口座が

わかるものと印鑑　④九重町任意予防接種償還給付申請書（健康・子育て
支援課にあります）を持参し令和 8 年３月３１日までに健康・子育て支援課ま
でお越しください。

お子さんを対象としたインフルエンザ予防接種（任意接種）費用について、助成します

実施医療機関（町内）

高齢者新型コロナウイルス感染症 高齢者インフルエンザ

対象者

①６５歳以上の方
②�６０歳から６４歳までの方であって、心臓、腎臓、呼吸器の機能の障害があり身の回りの生

活を極 度に制 限される方や、ヒト免 疫 不 全ウイルスによる免 疫の機 能に障 害があり日常
生活がほとんど不可能な方

接種期間 １０月１日から令和8 年３月３１日まで　　
※ただし、ワクチンの在庫がなくなり次第終了となります。

接種回数 １回 １回

実施場所 県内の医療機関

自己負担額

5，０００円 １，０００円

※ 対 象 者で生 活 保 護 世 帯の方は、「 生 活 保 護 受 給 証 明 書 」を医 療 機 関へ提 出することで
「 無 料 」で接 種できます。「 生 活 保 護 受 給 証 明 書 」の発 行については、事 前に西 部 保 健 所
地域福祉室（☎0973-72-9522）までご連絡ください。

医療機関
高齢者新型コロナウイルス感染症 高齢者インフルエンザ

接種予約
接種曜日・時間 接種曜日・時間

井上医院
☎️76-2711

（月・火・水・木・金）9:00 ～11:30/14 :00 ～17 :00
（土）9:00 ～11：00 要予約

矢原医院
☎77-6121

（月・火・木）
９：００～１2：0 ０/ １４：００～１６：００ 要予約

飯田高原診療所
☎79-2138

（月・火・水・木・金）９：００～12：00/13：30 ～16：30
（土）9:00 ～11：00 要予約

友成医院
☎78-8811

（月・火・水・木・金）
9：00 ～11：30/14：00 ～16：30

（土）9:00 ～11：00 ※第2・4 のみ実施

（月・火・水・木・金）
9：00 ～11：30/14：00 ～17：00

（土）9:00 ～11：00 ※第2・4 のみ実施
要予約

渓和ファミリークリニック
☎78-8000 　（月・水・金）9：00 ～１2：00/14：00 ～16：00 要予約

◆令和 7 年 10 月 1 日から、高齢者新型コロナウイルス感染症・高齢者インフルエンザ予防接種が始まります。
◆予防接種の予約受付は、接種を希望する医療機関で行います。
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がん検診受けていますか？
●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

　国民の２人に１人が “ がん ” になり、３人に１人が “ がん ” で亡くなっています。しかし、がん検診を受けることで、
がんによる死亡を今よりも減らすことができます。現在、国が推奨しているがん検診は、5 つのがん検診（胃・肺・大
腸・子宮頸・乳）です。これらの検診は、有効性（死亡を防ぐ効果）があることが科学的に証明されている検診です。
まだ受けていない方は、がん検診受けてみませんか。

※１：日曜日の乳がん検診は女性スタッフが対応します。
※２：乳房超音波検査（エコー）は女性スタッフが対応します。
※３：託児を希望される方は、２週間前までにご予約ください。

●特定( 基本 )健診、各種がん検診等を同日に受けることができます。
●検診セットをお持ちでない方は、事前に健康・子育て支援課窓口で検診セットをお渡ししています。
●施設健診でも特定健診とがん検診を受けることができます（Ｒ８年２月まで随時）
   大分県厚生連健康管理センター（電話０９７７－７５－６１５４）へ直接お申し込みください。

　結核は過去の病気だと思っていませんか？今でも全国で毎年１万人以上の人が新たに結核と診断され、約１，５００人
以上が命を落としている重大な感染症です。大分県の新規結核患者数は近年増加しており、令和５年は１３４人、罹
患率は全国で２番目に高くなっています。受診が遅れたことで悪化するケースも少なくありませんので、次の症状があ
る場合には、早めに医療機関を受診しましょう。
①咳や痰が２週間以上続く
②微熱が続く
③体重が急に減った
　症状がない場合でも、胸部Ｘ線検査を受けることで早期発見につながります。特に６５歳以上の方は、
年に１回、結核検診の受診義務がありますので、町が行う健康診査の機会に胸部Ｘ線検査を受けましょう。

【令和7 年度巡回健診日程】

９月２４日～３０日は結核・呼吸器感染症予防週間

結核に関すること 西部保健所　地域保健課　疾病・感染症対策班　　TEL0973 －２３－３１３３

保険証・受診券に関すること 地域共生支援課　国保年金グループ　� TEL0973 －７６－３８２１

がん検診・託児に関すること 健康・子育て支援課　保健衛生グループ　　　　� TEL0973 －７６－３８３８

日程 場所 受付時間

胃がん・肺がん・大
腸 が ん・子 宮 頸 が
ん・乳がん（マンモ
グラフィ）※1

乳 房 超 音 波
検査

（39 歳以下）
※２

託児
※３

10 月　5日（日）

保健福祉
センター

８：30 ～
10：30

〇 ○ ○

10 月　6 日（月） 〇 × ×

11 月　9 日（日） 〇 〇 ○

11 月１0 日（月） 〇 × ×
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　毎年 10 月は「臓器移植普及推進月間」として、広く全国において、臓器移植への理解が進むように普及啓発の取
り組みを行っています。
　臓器移植法が施行された 10 月 16 日は、家族や大切な人と「移植」のこと「いのち」のことについて話し合い、お
互いの臓器提供に関する意思を話し合う日「グリーンリボンデー」とされています。臓器提供の意思表示は、もしもの
とき、ご家族の負担を減らすことにつながります。この機会に、家族や大切な人と臓器移植や意思表示について考え、
話し合ってみませんか？

10月は臓器移植普及推進月間です
●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

■臓器移植に関する情報
　・（公社）日本臓器移植ネットワーク（https://www.jotnw.or.jp/）
　・厚生労働省 臓器移植関連ページ
　　（�https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/zouki_ishoku/

index.html）
　・（公財）大分県臓器移植医療協会（https://oita-zouki.or.jp/）
　・（公財）大分県アイバンク協会（https://oita-eyebank.or.jp/）

　社会福祉法人暁
ぎょううん

雲福
ふ く し か い

祉会が運営する就労継続支援 B 型事業所ウィンド２は、平成 30 年６月に開設されました。
施設利用者の主な作業は、玖珠町役場やメルサンホールでのメンテナンス作業、豊後森機関庫公園や豊後森駅前の
清掃作業、パンの外販などを行っています。また、列車を間近に見ながらお茶や食事ができる「玖珠・森のクレヨン」
というカフェで、接客や料理を運ぶなどの接客業務全般や、調理補助も行っています。作業内容が豊富であるため、
施設利用者に寄り添い、特性に合ったポジションで作業ができるよう配慮されています。施設利用に関する見学希望も
随時受付中です。お気軽にお問い合わせください。

【作業を行っている施設利用者にインタビューしてみました】
○�施設職員の方は話しやすくて、相談しやすいです。メルサンホールは部屋の数が多くて大変です。各部屋では、忘

れ物チェックをして頑張っています。
○�カフェで働いています。電車の時刻表を覚えているので、店内外のお客さんに「もうすぐ列車が来ます」とお知ら

せすると喜んでもらえます。

障がい福祉にかかわる事業所・施設の紹介　
－就労継続支援Ｂ型事業所　ウィンド２

●お問い合わせ　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』

115

カフェ店内の写真 豊後森機関庫公園での清掃作業厨房での調理補助作業

〒879 -4403　玖珠郡玖珠町大字帆足４４９番地の１
☎ 0973 -72 -2424/FAX 0973 -72 -2415

「就労継続支援B 型事業所　ウィンド２」
についてのお問い合わせ
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　令和７年１０月１日現在、日本に住むすべての人（外国人含む）と世帯を対象に「令和７年国勢調査」を実施します。
　調査員が各世帯を訪問し、調査票を配布しますので、１０月８日（水）までに、必ずご回答をお願いします。
　また、かんたん便利なインターネット回答がおすすめです。調査員から配布される二次元コードからア
クセスしてください。

●インターネットでの回答期間
　９月２０日（土）～１０月８日（水）
　※この期間以外は回答できませんのでご注意ください。

　皆様のご理解とご協力をお願いします。

　九重町では、地域防災力の強化を目的に「防災士資格取得」への助成を行っています。防災士になって地域の防
災力を高めませんか？

　令和 6 年度に実施した当初支給額に不足額が生じた方等に対して当初調整給付金との差額を支給します。
　不足額対象者の方には、8月下旬に書類を送付しています。提出期限（令和7年10月31日）が過ぎますと給付が
出来なくなりますので、申請がお済でない方はご確認をお願いします。申請書類に同封の二次元コードからオンライン
による申請も可能になっております。不足額給付金に関する詳細はホームページをご確認下さい。
　※�また、町外にお住いの事業主の専従者となっている方等、支給対象と思われる方は、申請手続きが必要となりま

すので、お早めに九重町役場税務課（電話 76-3803）までお問い合わせください。

・開 催 日 　１2月6日（土）～１2月７日（日）
・場　　所　日田市役所　７階　大会議室
・募集人員　１０名程度
・対 象 者　九重町に在住の方　
・受 講 料　自己負担なし　※町と県で全額負担します。
　　　　　　（昼食はご自身でご準備下さい。証明写真が２枚必要となります。）
・申込期限　10月末まで
・申込方法　受講を希望される方は、危機管理・防災安全課までご連絡ください。

国勢調査はインターネット回答が便利です！

防災士資格試験の受講者募集

お忘れではないですか？九重町調整給付金（不足額給付）

●お問い合わせ　未来デザイン推進課　☎０９７３－７６－３８７４

●お問い合わせ　危機管理・防災安全課　☎０９７３－７６－３８０１

●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

防災士資格の研修・試験
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マダニに注意！
●お問い合わせ　住民環境課　☎０９７３－７６－３８０２

広報ここのえ　2025.9月号広報ここのえ　2025.9月号 2020



　ススキの穂たなびく秋の草原を散策しながら、俳句づくりを楽しみませんか。草原に吹く風、
薫り、生きものの息吹をからだいっぱいに感じ、俳句をしたためてみましょう。大分の俳人・
草
そうしあらい

子洗さんによるレクチャーが受けられるので、初心者の方もお気軽にご参加ください。

●日 　 時　10 月 11 日（土）13:00 ～ 15:30　　
　　　　　　※雨天延期：11 月 1 日（土）
●場 　 所　タデ原湿原（集合：長者原ビジターセンター）
●内 　 容　オリエンテーション（20 分）　タデ原散策（４0 分）　　　　
　　　　　　俳句作成（30 分）　講師による選考（30 分）　　
　　　　　　講師からの総評、質疑応答（20 分）
●参 加 費　無料
●募集人数　１５人（先着順・中学生以上を対象）
●申込方法　２次元バーコードをよみこみ申込もしくは下記問い合わせ先へ連絡
●締め切り　9 月 3０日（火）
●持 ち 物　�長袖長ズボン、防寒着、歩きやすい靴、飲み物、筆記用具、
　　　　　　ノート（手持ちしやすい小型がおすすめ）
　　　　　　※「秋の季語集」はこちらで準備します。

●主　催　第 15 回全国草原サミット・シンポジウム in ここのえ大会実行委員会

●後　援　九重町　　

●協　賛　

●問い合わせ先

　第 15 回全国草原サミット・シンポジウム in ここのえ大会実行委員会事務局

　九重町役場　住民環境課　環境グループ　　電話：0973-76-3802

草原サミット・シンポジウムinここのえプレイベント
「俳人 草子洗さんとゆく～草原あるきと俳句を楽しむ会～」
参加者を募集します

申込フォーム

草原サミット
ホームページ

昭和50年大分県生まれ。第5 回田賞受賞、NHK「俳句王国がゆく」出演など、大分県で活動す
る新進気鋭の俳人。俳句講座や句会の開催など精力的に活動し、俳句と喫茶を楽しめる「純喫茶
草子洗」の店主でもある。令和6年に第一句集 『由布久住』を上梓。

草子洗講師
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　８月２１日に第３回「なるほど“ザ”人権講座」を開催しまし
た。
　今回は「部落差別の歴史を知る」をテーマに、部落差別
解消推進指導員の小西さんを講師にお迎えし、学校では部
落差別についてどう学んでいるかを講演いただきました。
　参加者からは「歴史的な背景を時系列で学べてわかりや
すかった」「制度として差別が残っていた事実に胸が痛んだ」

「被差別の中で社会を支えた人々の存在に驚いた」などの声
が寄せられ、学びを通して「自分の弱さを認め、強さへ変え

人権

No.348

ていきたい」といった前向きな感想も見られました。また、「子
どもに質問されたときにどう答えるか不安だが、一緒に考
えることが大切だと気付いた」と、親としての姿勢を考える
きっかけになったとの意見も多くありました。
　グループ討議では「子どもにどう伝えるか悩んでいるの
は自分だけではないと知って安心した」「差別をしないとい
う強い思いを持ち続けたい」といった声や、「周りに流され
ず、正しい知識をもって伝える勇気の大切さ」を共有する
場となりました。ほかにも「差別をなかったことにせず、自
分ごととして考える必要がある」といった意見も挙がり、参
加者同士での意見交換が理解を深める貴重な機会となり
ました。
　最後に、「このような人権講座をより多くの人に参加して
ほしい」「初めて参加する人を優先できるよう工夫を」といっ
た要望もありました。
　本講座は、歴史を通して人権について考え、子どもたち
と共に学ぶきっかけとなる場です。今後も住民の皆さんと
一緒に、人権について考える機会を大切にしていきます。

　　　　　　                　　 　　   　　（社会教育課）

なるほど“ザ”人権講座
第3回講座を開催しました。
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新刊・新着図書案内　～秋の図書館はイベントが盛りだくさん！来月からのお知らせをお見逃しなく～

　　　　　　　　　　　　　ほんの森9月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

　あの人を、脳から消す技術　	 菅原道仁
　回避性愛着障害　	 岡田尊司
　つよいチームはなぜ「明るい」のか　	 吉岡眞司
　だれが戦争の後片付けをするのか　	 越智 萌
　泣ける消費　	 石津智大
　世界一かんたんなNISAとiDeco　	 藤原 太
　やさしいお金の育て方　
　こじらせない家族　	 渡辺裕子
　１７歳のきみへ　	 鎌田 實
　誰にも頼れない不登校の子の親のための本　	 野々はなこ
　病気にならないすごい腸の整え方　	 江田 証
　身近にあふれる「微生物」が３時間でわかる本　	 左巻健男
　山解 青　	 田中康弘7
　８０歳から脳と体が若返る！名医が教える最強の食事術　
　最強の身体能力　	 中野 崇
　異常気象の未来予測　	 立花義裕
　自然を再生させたイエローストーンのオオカミたち　
	 キャサリン・バー、ジェニ・デズモンド
　精神科Tomyが教える心の中のネガティブさんと上手につきあう方法　	
	 Tomy（トミー）
　新プロジェクトX挑戦者たち１～５　
	 NHK「プロジェクトX」制作班
　やなせたかしおとうとものがたり　	 やなせたかし
　やなせたかしの生涯　	 梯 久美子
　あしたやさしくなれますように　	 はしもとみお
　ドグラ・まくら　	 春風亭一之輔
　四毒抜きのすすめ　	 吉野敏明
　大の里を育てた＜かにや旅館＞物語　	 小林信也
　　　　	 その他多数

図書館だより

　「まちづくり出前講座」は、住民の皆さんが主催する会合や催しに、町職員が出向き、町政の現状や暮らしの中で役立つ内
容の講座を行う行政サービスです。講師料は無料で、お申込み前にお電話でご相談いただければ日程調整を行います。基本「平
日」・「町内の集会所」・「参加人数 10人以上」としています。（参加人数は要相談）昨年から、ご依頼があれば図書館司
書も出前講座の講師として伺っています。小さなお子さんをもつ保護者から高齢者まで、年齢層に合わせた「本に関するおは
なし」をします。６月に行った高齢者サロンでは、皆さんで音読をしたり、本から得た情報を一緒に実践してみたりと、楽しみな
がら本を身近に感じてもらえる内容で講義をさせていただきました。講義の内容はご相談にのりますのでお気軽にお問合せくだ
さい。また、図書館の本をもっていき、その場で本を貸出しする「出前図書館」も行いました。（貸出期間は 1ヶ月。サロン
のお世話役の方が一括して図書館に返却できる場合のみ実施）図書館を利用したことのない参加者の皆さんが、全員本をか
りていかれたのがとても嬉しかったですし、交流することでこちらも元気をもらいました。みなさんの地域の会合やサロンなどでも、
出前講座を活用してみませんか。お申込みお待ちしています。　
【お問い合わせ・お申し込み：九重町社会教育課（九重文化センター内）７６－３８８８】

▲8月の様子（担当：ぷちトマト）▲8月に読んだ絵本

　今月のおはなし会のボランティアグループは
「チームそらまめくん」でした。（9 月 13 日）
　来月は「スター」のみなさんです。10 月 11 日（予定）

　今年も「九重町地域包括支援センター」との共同企画で「認知症」に関する書籍を展示しています。
　まずは「知ること」から始めませんか。

　10月１４日㈫ 10 時より 文化センターロビーにて雑誌（2年前のもの）・本などをリサイクルとして放出します。
　しばらくはロビーに置いていますが、少なくなったら善意の本棚に移動します。

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
　（10時30分~11時）

『世界アルツハイマー月間』特設コーナー＜ 9月2日～9月28日＞展示中

秋の読書週間イベントが10月からスタート　第1弾は「リサイクル市」

お知らせ .1

お知らせ .2

お知らせ .3

●����児童図書・コミック
　一郎くんの写真　	 木原育子、沢野ひとし
　みんなそれぞれ心の時間　	 一川誠、吉野晃希男
　こどもかいぎ　	 北村裕花
　アミノ酸のひみつ 学研まんがでよくわかるシリーズ　	橘 悠紀・構成
　マンガでわかる！トクサンTVが教える超少年野球教室　	 トクサン
　マンガでわかる！REGATEドリブル塾が教える超少年サッカー講座　	
	 タクヤ
　居るのはつらいよ③　	 いぬゐのこ、東畑開人
	 その他多数
●�一般図書
　針女（文庫）	 有吉佐和子
　火中の富札（おれは一万石○33）	 千野隆司
　そして誰もゆとらなくなった（文庫）　	 朝井リョウ
　さむらい(文庫)　	 あさのあつこ他
　８番出口（文庫）	 川村元気
　ババヤガの夜(ダガー賞受賞作・文庫)　	 玉谷 晶
　３分で読める！一日の終わりに読むお酒の物語（文庫）
	 このミステリーがすごい！編集部
　YABUNONAKAヤブノナカ　	 金原ひとみ
　災疫の季節　	 中山七里
　中山七里短いお話ほぼ全部　	 中山七里
　掟上今日子の保険証○15　	 西尾維新
　大人も知らないみのまわりの謎大全　	 ネルノダイスキ
　死についてあなたに知ってほしいこと　	 まさよ
　生きる道　	 俵 万智
　一冊でわかる大正時代　	 大石 学
　一冊でわかる明治時代　	 大石 学
　がっちゃん英語　	 がっちゃん
　不機嫌を飼いならそう　	 藤野智哉
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試験・講習会

令和７年度後期技能検定試験

年金相談 ■対　象
　�求職中で介護分野に関心のある
方

■定　員
　�15 名
■訓練期間
　�令和7 年12 月12 日開講～令和
8 年3 月11 日（約3 か月）

■場　所
　�日田園介護研修センター
　（日田市石井町）
■費　用
　�受講料無料
　（※テキスト代等は自己負担）
■募集期間
　�9 月18 日 ㈭ ～11 月10 日 ㈪
17:00 まで

■申込・お問い合わせ
　�最寄りのハローワーク窓口へご
相談ください　　　　　　　　
※令和8 年度は「介護職員実務
者研修」も実施予定です。

■募集コース
　電気設備技術科（企業自習付き）
　ものづくり溶接科
　ものづくりアシスタント科
■募集期間
　�９月25 日㈭～10 月28 日㈫
■訓練期間
　12月２日㈫～令和８年５月29日㈮
■申込・お問い合わせ　
　�ポリテクセンター大分
　( ☎０９７－５２９－８６１５）

暮らしの情報　●

■と　き
　10 月22 日㈬
　午前10 時～午後３時
■ところ
　九重町役場１階１０1 会議室
■その他
　�事前予約が必要です。日田年金
事務所までご連絡ください

■予約・お問い合わせ
　日田年金事務所
　（☎０９７３－２２－６１７４）

技能検定は、働く人達の持っている技
能を一定の基準により検定し、これを
公証する技能の国家検定制度です。
■申請書受付期間
　10 月２日㈭～10 月15 日㈬
■実技試験実施期間
　12 月５日㈮～令和８年２月15 日㈰
■学科試験実施日
　�令和８年１月25 日㈰、２月１日
㈰、２月４日㈬、２月８日㈰

■技能検定実施職種
　�【特級】13 職種
　【１・２級】28 職種32 作業　
　【単一等級】１職種１作業
　【３級】11 職種11 作業
　※詳細はお問い合わせください
■申請書および受験案内
　�大分県職業能力開発協会、市町
村役場商工担当課、各商工会、
各振興局等

■申込み・お問い合わせ
　�大分県職業能力開発協会
　（☎０９７－５４２－３６５１）

■と　き
　10 月18 日㈯、10 月25 日㈯
　午前９時～午後４時（休憩１時間）
　※昼食は各自でご準備ください。
■ところ
　�日田高等技術専門校（朝日ヶ丘）
■内　容

　�関数の基本的な使い方から関数
の組み合わせ、関数に関わる様々
な機能について学習し、実務で活
用できるスキルを身に着けること
ができます。

■対象者
　�企業等に在職し、エクセルの基
本的な操作のできる方（入門講
座受講済みの方、又は同等レベ
ルの方）

■受講料
　無料
■募集人数
　10 名（先着順）
■申込方法
　�本校ホームページへアクセスし、電
子申請に手お申し込みください。

■募集期間　
　�９月22 日㈪～10 月10 日㈮
■お問い合わせ　
　�大分県日田高等技術専門校　
（☎０９７３－２２－０７８９）

■と　き
　募集期間　９月８日㈪～
　　　　　　10 月1 日㈬まで
　試験日　　10 月10 日㈮
　合格発表　10 月15 日㈬
■募集内容
　・オフィスビジネス科
　・前・後期合わせて10 名程度
　・�令和８年３月に高等学校卒業

見込みの方
■入校日
　�令和８年４月７日㈫
■訓練期間
　１年間（４月入校）
■授業料
　�無料
　（入校時に教科書等の実費必要）
■お問い合わせ
　大分県立日田高等技術専門校
　（☎０９７３－２２－０７８９）

■内　容
　�介護の基礎知識と技術を学ぶ初
任者研修

大分県立日田高等技術専門学校
令和７年度在職者セミナー
受講生募集「エクセル関数講座」

大分県立日田高等技術専門校
令和８年度訓練生募集
（高校新卒前期）

「介護初任者研修」受講者募集

受講料無料！ 12 月受講生募集
（ハロートレーニング）

◀�大分高等技術
専門校ＨＰ
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【電話・面接相談】
■と　き
　�月曜日～金曜日（祝日、振替休日、
年末年始の休日を除く）

　午前８時30 分～正午、
　午後１時～午後５時15 分
■ところ
　大分県庁　別館５階
■お問い合わせ
　交通事故相談所
　（県生活環境部生活環境企画課内）
　（☎０９７－５０６－２１６６）
【巡回相談〔予約制〕】
■と　き
　10 月14 日㈫
　午前10 時30 分～午後３時
■ところ　
　県西部振興局（日田市）
■お問い合わせ　
　県西部振興局
　（☎０９７３－２３－２２００）

■と　き
　平日の午前９時～正午、
　午後１時～午後５時
■ところ
　日田公証役場（日田市）
■内　容　
　�①�遺言のほか、高齢者等の財産

管理、土地・建物の賃貸借・売
買、金銭貸借、離婚給付、尊厳
死宣言などの公正証書の作成
に関する相談　

　②�会社定款や契約書類の認証等
に関する相談　

　③相続問題に関する相談
■その他
　電話で事前受付が必要
■お問い合わせ
　日田公証役場
　（☎０９７３－２４－６７５１）

■と　き
　10 月２日㈭　
　午後１時～午後３時

■ところ
　九重町役場３階３０２会議室
■内　容
　�相続、遺言、農地転用、許認可申
請、技能実習等外国人雇用等

■お問い合わせ
　大分県行政書士会日田支部
　（☎０９０－８２８９－４６６４）

大分県労働委員会では、解雇、賃金
未払い、労働条件などの労使間トラブ
ルについて、電話、来所での相談を無
料でお受けします。秘密は厳守されま
すので、お気軽にご相談ください。
■と　き
　10 月１日㈬～10 月７日㈫
　【平日】午前９時～午後８時
　【土日】午前９時～午後５時
■相談方法
　【電話相談】
　０９７－５３６－３６５０
　（相談専用ダイヤル）
　【�来所相談】大分県労働委員会
事務局（大分県庁舎本館３階）

　�※来所相談の場合は事前にご連
絡ください。

大分県労働委員会では、解雇、賃金
未払い、労働条件などの労使間トラブ
ルについて、電話、来所での相談を無
料でお受けします。秘密は厳守されま
すので、お気軽にご相談ください。
■と　き
　10 月４日㈯
　�午前10 時～午後３時（受付順・
予約不要）

■ところ
　�日田市中央公民館（アオーゼ）
　会議室２
■相談料
　無料
■お問い合わせ
　�大分県司法書士会
　（☎０９７－５３２－７５７９）

■と　き
　10 月９日㈭　

　午後２時～
■ところ
　玖珠総合庁舎３階
■内　容
　�うつ病や認知症等の本人及び家
族等に対する専門医による医療
相談

■相談料
　�無料
■その他
　�前日午前中までに事前予約必要
■予約・お問い合わせ
　県西部保健所　地域保健課
　（☎０９７３－２３－３１３３）

■と　き
　10 月15 日㈬
　午前10 時～正午
■ところ
　南山田公民館
■その他
　�予約不要。相談無料。
■お問い合わせ
　�大分県行政監視行政相談センタ
ー（きくみみ大分）

　（☎０９７－５３２－３７１５）

無料調停相談会を開催します。日田
調停協会に所属する裁判所の調停委
員が相談に応じます。
秘密は厳守します。お気軽に相談にお
越しください。
■と　き
　10 月19 日㈰
　午前10 時～午後３時
■ところ
　�くすまちメルサンホール
■内　容
　�土地建物問題、金銭問題、交通
事故、相続、離婚、親子・親族間
のトラブル、その他各種の調整相
談※事前予約不要

■お問い合わせ
　�日田調停協会
　（☎０９０- １１９６- １５９３）

各種相談（相談無料）

大分県交通事故相談

遺言等無料公証相談

悩まずどんとこい労働相談週間』

行政書士会日田支部無料相談会

県下一斉司法書士法律相談

●　暮らしの情報

精神保健福祉相談（こころの相談）

行政相談所

無料調停相談会
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□電話でお金の話が出たら、詐欺！！
　・特殊詐欺は、必ず対面することなく、電話でお金を請求します。
　・電話でお金の話が出たら、まず詐欺を疑ってください。
□電話の相手方を直ぐには信じず、一旦電話を切ることが大事！！
　・犯人側は何らかの方法で電話番号を偽装しています。
　・大切なことは電話口の相手を直ぐに信用しないことが重要です。
　・�例え、電話口の相手が警察官を名乗っても、所属、担当課、氏名等を確認し、
一旦電話を切って冷静になることが大事です。

一
緒
に

   

働
こ
う
♪

特殊詐欺（オレオレ・架空料金請求・還付金）SNS 型投資・ロマンス詐欺被害急増中！
～玖珠警察署からの重要なお知らせ～

被害に遭わないため
に

! ! 警告! !

救急課 
　（☎０９７３- ２４- ２２０４）

大分県では、原子爆弾被爆者二世の
方を対象に、委託医療機関において
健康診断を実施します。
■対象者
　�両親、又はそのどちらかが原子爆弾
被爆者で、大分県内にお住まいの方。

■申込方法
　�健康診断を希望される方は、住所
地の保健所に連絡して、申込みを行
ってください。なお、受診日について
は、保健所と相談してください。

■申込期間
　�10 月14 日㈫～11 月28 日㈮
■実施期間
　11月4日㈫～令和8年1月9日㈮
■申込み・お問い合わせ
　大分県西部保健所
　（☎０９７３- ２３- ３１３３）
■お問い合わせ
　�大分県福祉保健部健康政策・感
染症対策課

　（☎０９７- ５０６- ２６６７）

暮らしの情報　●

■と　き
　10 月18 日㈯
　午前９時半～午後４時半
　10 月19 日㈰
　午前９時半～午後３時半
■ところ
　�別府公園（別府市）
■内　容
　�県産農林水産物の販売・食の提
供、木工教室、パンカフェ、ジビエ
コーナーなど

■お問い合わせ
　�大分県農林水産祭実行委員会
事務局（大分県農林水産部　地
域農業振興課）

　（☎０９７－５０６－３５８９）

10 月17 日～23 日は「薬と健康の週
間」です。薬は正しく使いましょう。薬
に関することは、薬の専門家（薬剤師
など）に相談しましょう。
～薬を正しく使うために～
①用法用量を守りましょう
②使用する薬の情報を知りましょう
③�人からもらった薬は使わないよう
にしましょう

④かかりつけ薬剤師を作りましょう

■「おくすり１１０番」
　薬に関する電話相談窓口
　（薬剤師対応）
　☎０９７- ５４４- ９５１２
　�ご利用時間：午前10 時～正午、
午後１時～午後３時

　※10 月19 日（日）を除く
■お問い合わせ
　大分県西部保健所衛生課
　（☎０９７３- ２３- ３１３３）

■マイナ救急とは
救急隊員が傷病者のマイナ保険証
（健康保険証として利用登録したマイ
ナンバーカード）を活用し、傷病者の
医療情報等を閲覧することで救急業
務の円滑化を 図る取組です。
■�マイナンバーカードを見せるだけ
で以下の情報が伝わります 
　・あなたの病歴 
　・お薬の処方歴 
　・病院の受診歴
■�救急現場でご協力いただきたい
こと  

　・�マイナンバーカードを救急隊へ渡す。
　・�救急隊が医療情報を閲覧するこ
とについて、口頭にて同意してい
ただく。 

■�実証事業開始時期  
　・令和 7 年 10 月 1 日（水）
■�お問い合わせ先  
　�日田玖珠広域消防組合消防本部 

マイナ救急実証事業

薬と健康の週間

◀ＨＰ

原子爆弾被爆者二世に対する
無料健康診断のお知らせ

お知らせ

大分県農林水産祭
“おおいたみのりフェスタ”開催
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青
嵐
ひ
ね
も
す
の
丘
白
に
す
る    　

	

文　

子

草
笛
や
少
年
の
背
の
頼
も
し
き　

  　

	

末　

子

夏
の
空
恩
師
の
言
葉
胸
に
あ
り     	

ス
エ
ノ

遠
き
日
の
襟
足
剃
る
手
父
の
汗 　

  	

清　

子

談
議
せ
し
素
足
裸
足
や
秋
の
蝶　

   	

八
千
子

秋
立
つ
や
湧
蓋
に
ス
ト
ン
と
陽
が
落
ち
た	

チ
ズ
子

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
　
二
十
席

　
　
二
十
席

（
編
集
後
記
）
猛
暑
の
日
々
、
や
っ
と
九
月
と
い
う
か
、
長
い
夏
で
し
た
。
秋
の
気
配
漂
い
始
め
ま
し
た
が
、
鬼
灯
の
句
に
昭
和
の
思
い
出

が
蘇
り
ま
す
。
確
か
に
鬼
灯
を
口
に
入
れ
上
手
に
鳴
ら
す
娘
が
い
ま
し
た
ね
。
い
い
時
代
で
し
た
。
推
薦
句
の
三
句
も
俳
句
の
十
七
音
を

う
ま
く
使
っ
た
楽
し
い
句
で
す
。
感
情
の
伝
わ
る
楽
し
い
句
で
す
。
俳
句
は
自
分
も
楽
し
み
な
が
ら
読
み
手
に
も
共
感
を
与
え
楽
し
ん
で

も
ら
う
句
が
最
高
で
す
。さ
て
、本
格
的
な
秋
を
迎
え
ま
す
。美
し
い
古
里
の
山
野
を
歩
き
な
が
ら
句
作
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
選
者
拝
）

俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
季
重
な
り

Ｑ
指
摘
さ
れ
て
「
季
重
な
り
」
に
気
づ
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
季
重
な
り
は
、絶
対
駄
目
な
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
季
重
な
り
と
い
う
の
は
一
句
の
中
に
季
語
が
い
く
つ
も（
た
い
て
い
は
二
つ
）
入
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

何
故
、
季
重
な
り
が
嫌
わ
れ
る
か
と
い
う
と
、
一
句
の
中
に
季
語
が
二
つ
あ
る
と
、
季
語
同
士
が
衝
突

す
る
か
ら
で
す
。

　

で
も
季
語
が
二
つ
あ
る
句
で
も
二
つ
の
季
語
に
強
弱
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
、
ど
ち
ら
が
主
で
ど
ち
ら
が
従
た
る

季
語
か
。
二
つ
の
季
語
の
強
弱
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
従
た
る
季

語
は
、
普
通
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
芭
蕉
の
句
に
実
例
が
あ
り
ま
し
た
。〈
辛
崎
の
松
は
花
よ
り
朧
に
て
〉

花
と
朧
、
二
つ
の
季
語
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
春
。
芭
蕉
は
松
も
朧
、
花
も
朧
と
い
い
た
い
の
で
す
が
、
二
つ
を
対

等
に
並
べ
た
の
で
は
め
り
は
り
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
松
を
主
、花
を
従
に
し
て「
松
は
花
よ
り
」と
詠
み
ま
し
た
。

つ
ま
り
朧
が
主
た
る
季
語
、
花
が
従
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
視
点
で
再
度
、
自
作
の
句
を
推
考
く
だ
さ
い
。
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●�当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市 0977-21-5657）で対応します。

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号 ● 

歯 

科 

医

月 日 医院名 住所 電話番号
9月 21日 北山田クリニック 北山田 0973-73-2030 10月 12 日 アップル歯科医院 日田市 0973-24-7710

23 日 友成（町田）医院 町 田 0973-78-8811 13 日 内 川 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0320
28 日 協 心 橋 病 院 帆 足 0973-72-2135

10月 5 日 麻生消化器科内科 山 田 0973-72-7100
12 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466
13 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127
19 日 井 上 医 院 恵 良 0973-72-2711
26 日 三池循環器科内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101

　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

 9
月

号
令

和
7年

9月
17日

発
行（

通
巻

832号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

未
来

デ
ザ

イ
ン

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111	
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

9
月
・
10
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
8月1日～ 8月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,113 人 （ - 2 4 ）
男 3,886 人 （ - 1 9 ）
女 4,227 人 （ - 5 ）
世帯 3,811 （ - 1 0 ）

（　）は前月からの増減

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

　　

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

110 交通安全 2025.8月末
町内地区別事故発生状況　※速報値

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 4 2 11 13
野 上 3 3 39 42
飯 田 1 1 108 109
南山田 1 4 4 53 57
計 1 12 10 211 221

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

穴
あ な い
井　 公

き み お
夫 ８４ 中 村

衛
え と う
藤　 一

いっぺい
平 ８９ 下 尾 本

江
え と う
藤　 美

み よ し
好 ９０ 川 西 二

小
お だ
田ナ

な み え
ミエ 105 梶 屋

乙
お と づ
津　 森

も り お
雄 ８２ 中 央 三

小
お の
野　 安

やすひこ
彦 ８９ 田 中

熊
くまがえ
谷　義

よしひろ
廣 ９９ 串 野 上

酒
さ か い
井　洋

よういち
一 ５８ 後 辻

佐
さ と う
藤　隆

たかゆき
行 ５０ 滝 上

髙
たかはし
橋　安

や す お
男 ７７ 重 原

竹
ち く し
枝ミ

み や ぎ
ヤギ ９１ 田 代

友
と も ま つ
松　 滿

みつる
８３ 下右田（東）

福
ふ く だ
田　直

な お こ
子 ８９ 中 村 上

藤
ふじわら
原　瀧

た き じ
治 ８５ 前 辻 二

湯
ゆ あ さ
浅　 満

みつる
９０ 松岡台住宅

編集後記
　残暑・・・というには暑すぎますね。過ごしやす
くなるまであとどれくらいでしょうか。今月は短め
です。皆さんお元気で！　　　　　 　　　  　T.U

9 月生まれ

木
き む ら

村奏
そ う た ろ う

太郎 さん
（保護者：木

き む ら
村恭

きょうすけ
介）

3歳

末
すえなが

長　朔
さく

 さん
（保護者：末

すえなが
長祐

ゆ う た
太）

2歳

甲
か い

斐　穂
ほ の か

佳 さん
（保護者：甲

か い
斐雅

まさみち
道）

3歳

佐
さ と う

藤　晴
はる
さん

（保護者：佐
さ と う

藤大
だ い ち

地）
1歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎え
る、九重町に住所があるお
子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームペー
ジをご覧ください。
問 未来デザイン推進課

(☎ 76-3874)

10月がお誕生日のお子さん
9月30日（火）

11月がお誕生日のお子さん
10月31日（金）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

●と　き：10月11日㈯・12日㈰・13日㈪
●ところ：小倉神社周辺
●内　容：御神輿巡回、鎮座千百年祭、
　　　　　餅撒き、等
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